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表　紙

宇土半島御興来
お み し き

海岸のリズミックバー：2009年3月4日の
干潮時に撮影．御興来海岸の潮間帯では，4m以上の潮
差と季節風の影響によって，美しいリズミックバーとベッド
フォームが形成されている．“御輿来

お み し き

”の地名は，4世紀中
頃，景行天皇が九州遠征をされた際，干潟模様の美しさ
に見とれて御興（天皇の乗られるかご）を止めて休まれた
地に由来すると地元では言い伝えられている．砂質干潟
の沖合では有明ノリの養殖が盛んに行われている．

（写真と文：七山　太1）・秋元和實2） 1）産総研 地質情
報研究部門　2）熊本大学 沿岸域環境科学教育研究セ
ンター）
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